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1997年魚津市平沢地区にあるトチノキ林分の森林構造と土壌動物相を調査した。標高350～
370mの表沌滝川に沿った急斜面に成立しているトチノキの林分に40m×50mの方形区を設け
た。この林の優占種はトチノキ（32.9,2/hainBA；基底面積）で,二番目の種はイタヤカエ
デ（2.6m鯵/hainBA）であった。トチノキの密度は100/haで，富山県内のブナ林と比べると
小さな値であった。トチノキの樹冠面積は1．34ha/haで，全樹冠面積（2.02ha/ha)の6696を占
めていた｡全個体の分布は集中分布を示したが，トチノキの個体分布はランダム分布であった。
この林分の特徴は低い個体密度と，ツルアジサイ（0.l41Tf/haillBA）やツルマサキ（0.021Tf
/hainBA）などの樹冠部にまで到達するツル植物が多いことである。トチノキの多くの果実
は9月に落下し，リタートラップによって1，2あたり25.3個が確認された｡健全な種子の重さ
は7.0～13.69で，平均11.4gであった。落下した花と果実を含む全生殖器官の重さは
3.9ton/haで，落葉量（3.4ton/ha）よりも多かった｡1994年と1997年に採取した土壌4資料を
調べた結果，ササラダニ類は71種，1065個体が認められた。
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はじめに
トチノキ林があることは片貝郷土魚津市平沢地区に
史（片貝郷土史編纂委員会，1997）によって報告され
ている。このトチノキ林は五箇山地方の雪持ち林（平
村雪持林調査委員会，1987）と同じく、雪崩防止とい
う重要な役割を担ってきた。そのため、地区の西側斜
面に成立しているトチノキ林は1300年代の入村以来、
村林（そうば）と呼ばれ、保護されてきた。表沌滝jli
の上流にある約2haのトチノキ林分も平沢地区の村林
の一部である。トチノキがこのように大きな林分を
作っている所は、県内では希であり、貴重な林分と考
えられるので、森林構造や土壌動物相を記載すること
を目的にこの調査を行った。また、防災林として、今
後も有効に利用していくためにはトチノキを更新させ
なければならない。そのためには、トチノキの下種更
新の仕組みを明らかにする必要がある。その下種更新
の仕組みの一端を知るために種子生産量の調査を実施
することにした。
調査地点および調査方法
魚津市平沢地区は片貝川の上流の左岸に位置し、そ
の集落の西側は葡萄原と呼ばれる丘陵が片貝川によっ
て浸食され、急斜面となっている。その急斜面に葡萄
原の水を集めて流れる表沌滝川があり、その川に沿っ
て標高320mから400mにかけてトチノキを主体とする
1号
林分かある（図1）。トチノキ林分の周囲はスギの植林
とコナラやアカシデなどの落葉樹林となっている。ま
た、トチノキ林の上部にはブナとミズナラの混交林も
見られる。
毎木調査を行うため、表沌滝川沿いのトチノキ林分
に40m×50mの方形区を設けた（図2）｡調査区の斜面
方向は北北東で、斜度は30・から40.．地表面には薄い
腐植土に被われた直径30cm～1mの篠があり、その傑の
上や岩隙にジュウモンジシダやリョウメンシダなどの
林床植物が生育していた。
森林構造の調査は1997年5月10日に実施し、樹高
2m以上の樹木について種名、位置（方形区内のXY
座標)、胸高直径、樹高（目測)、樹冠の大きさ（目沈
による長径と短径）を記録した。物質生産量や種子生
産量を推定するために、90×60ciのリタートラップを
調査区内のトチノキ樹冠下に1基設け、5月から11月ま
で、落葉量や落下果実量を計測した。
土壌動物を採集するための土壌資料の採取は、拾い
取り法（青木，1978）によった。すなわち、林床に3
×3mの方形区を設定し、その枠内において土壌とと
もに落葉・落枝・落果・朽木・コケなどを拾い集めて
ほぼ2ﾘｯﾄﾙとし、これを1資料とした。資料はその日
の内に大型ツルグレン装置に入れ、60W電球を72時間
照射して土壌動物を80％エタノール中に分離．抽出し
た。抽出後、ササラダニ類についてのみホイヤー氏液
で集合プレパラ
分類・同定し、
－卜を作成し、成虫のみ種のレベルで
成体のみ個体数の算定を行った。
結果及び考察
1．トチノキ林の森林構造
魚津市平沢のトチノキ林の相観図を図3に示した。
林冠を構成する樹木はトチノキ、サワグルミ、イタヤ
カエデ、ケヤキの4種であった。また、トチノキの樹
冠近くまでツルアジサイがからみ着いて生育してい
た。また､ツルマサキもトチノキの樹幹にからみつき
11m近くに葉を展開していた。樹高2m以上の樹木の
密度は365/haで、富山県内のブナ林(1300～4900/ha；
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に比べてかなり低い密度であった。また、照葉樹林帯
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のウラジロガシ林（867～3400/ha；佐藤，1990）やス
ダジイ林（1288～1400/ha；佐藤，1990)に比べてもか
なり小さいことがわかった。種多様性指数の1つであ
るα値は125で､ブナ林(α値二2.4～4.8；佐藤・松村，
1997)やミズナラ林(48～10.2；野外教材研究委員会，
1988）に比べて種類が豊富であった。また、照葉樹林
帯のウラジロガシ林（L2～
4．4；佐藤，1990)やスダジイ
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コナラ．アカマツ林（3.5～
7.5；野外教材研究委員会，
1987）に比べても高いこと力
ら、県内で最も樹木の種類の
多い林分であることが明らか
になった。
森林構造の基礎データを表
lに示した。この林分で最も
出現個体数の多い種はトチノ
キで全体の27％を占めてい
た。次に多い種はそれぞれ全
体の10％を占めるサワグルミ
とツルアジサイ、オオバクロ
モジであった。この林の特徴
の1つは、ツル植物（ツルア
ジサイ、ツルマサキ、フジ）
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表l魚津市平沢トチノキ林の基礎データ ブナ林（1.53～2.44ha/ha；佐
藤・松村，1997,野外教材研究
委員会，1988,1997）やウラジ
ロガシ林(2.24～5.77ha/ha；野
外教材研究委員会，1988)､スダ
ジイ林(1.96～2.20ha/ha；佐藤
卓，1990）の変異の範囲内と考
えられた。
胸高直径9cm以下から119cm
まで、10cm刻みに階級を取った
胸高直径階級分布を表2に示し
た。調査区内に出現したトチノ
キの胸高直径の最大値は113cm
で、それ以下のほとんどの階級
にトチノキの個体が分布してい
た。このことからトチノキ林の
更新がスムーズに行われている
と考えられる。トチノキ以外の
林冠構成種の階級別分布は不連
続であった。
樹高階級分布を表3に示し
た。林冠を構成するトチノキの
樹高の最大値は22mで、それ以
下の樹高階級にもほぼ連続的に
分布していたが、他の林冠を構
成するサワグルミとイタヤカエ
樹冠面積胸高直径樹蘭
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デ、ケヤキの樹高階級分布は不連続であった。
調査区内のトチノキとその他の分布様式を16法で
解析した結果を図4に示した。トチノキはほぼランダ
ム分布を示し、その他の樹木は集中分布で小さな集中
斑を持っていることが明らかになった。また、トチノ
キとその他の樹木の分布相関を調べた結果、大方形区
では相関は低い（R6<0.2）が､小方形区では正の相関
(R6>0.7）を示すことから、トチノキの根元近くには
高い頻度で低木が分布することを示している。大樹の
根元周辺が雪崩による被害が少ないことや、土砂の崩
壊も少ないことが正の相関を示したと考えられる。
2リタートラップ調査
5月10日から11月16日まで、90cm×60cmのリター ト
ラップを調査区の中に設置し、トチノキの落葉量や落
下果実量を観察した。その結果を図5に示した。トチ
ノキの開花は5月で、0．04ton/haの花と花序、及び未
熟な果実の落下が計測された。9月に入ってから成熟
した果実の落下が始まり､全落下果実量は3.7ton/haに
達した。10月にも果実の落下が観察されたがすべて未
熟な果実であった。落葉は10月にピー ク（1.9t()､/ha〉
の密度（45/ha）が大きいことである。これまで調査し
てきた有峰や大辻山､ブナオ峠のブナ林やミズナラ林、
それから照葉樹林帯のウラジロガシ林やスダジイ林で
は、ツル植物はほとんど出現しなかったことから、ツ
ル植物が豊富であるという性質はこのトチノキ林の特
徴と考えられる。
基底面積を比較すると、トチノキが最も多く32．9m’
/haで全体の83.1％を占めた｡次いで多いのはイタヤカ
エデ（26，2/ha)､そしてサワグルミ（2.2,2/ha)であっ
た。全体の基底面積は39.6m"/haで､この値は県内のブ
ナ林（32.6～60.0m'/ha；佐藤・松村，1997,野外教材
研究委員会，1988,1997）の範囲内であるが、ウラジ
ロガシ林（52.0～94.2,2/ha；野外教材研究委員会，
1988，佐藤卓，1990）やスダジイ林（103.5～105.8nf
/ha；佐藤卓，1990）に比べて小さな値であった。
トチノキの樹冠面積は1.34ha/haで最も大きく、全体
の66.0％を占めた。次いで多いのはツルアジサイの
0.22ha/haであった。ツル植物3種の樹冠面積は
0.26ha/ha（全体の13％）で、トチノキについで大きな
面積を占めていた。全個体の樹冠面積は2.02ha/haで‐
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を迎え、11月に入ると落葉量は減少
した。全落葉量は3.4ton/haで､有峰
や瀬戸蔵山のブナ林（22～
3.1ton/ha；佐藤・平内・松村，
1995,野外教材研究委員会，1997）
よりやや多い値であった。しかし、
果実に花を加えた生殖器官の落下量
は3.9ton/haで､有峰や瀬戸蔵山のブ
ナ林の豊作年の果実量（L3～
2.6ton/ha）の1.5倍から3倍の値で
あった。この年の落葉量と生殖器官
落下量の比率はこの年だけのものな
のかどうか、今後の観察結果を待ち
たい。
落下種子数は25.3個/IIfで､平均種
子重量は11.49（標準偏差＝2．69）
であった。谷口（l997a)は兵庫県大
河内町の1本のトチノキの結実量を
樹冠下で観察し､豊作年には87～135
個/m2で､凶作年は4～32個/nfという
結果を報告している。また、橋詰
(1987）は蒜山のトチノキで観察し、
豊作年には5.2個/'1fで､凶作年は0.6
個/IIfという結果を報告している｡崎
尾（1990）は埼玉県では、豊作年に
1個体当たり4993個結実するが､凶作
年には121個しか結実しないことを
報告している。そして、橋詰(1987）
よ、トチノキの着果量の個体差が大き
表2胸高直径階級別分布
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と谷口（l997b）は、トチノキの着果量の個体
いことを報告している｡谷口はトチノキの豊凶基準(豊
作：30～90個/,If，並作：10～30個/m2，凶作：5～10
個/Ⅱf）を作っている。この基準に従えば､平沢のトチ
ノキ林分の種子の落下数は、並作にあたる。
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図4魚津市平沢トチノキ林のトチノキとその他の樹木の6
○：16の値がlより統計的に大きくないことを示す。
●：16の値がlより統計的に大きいことを示す。
図5魚津市平沢トチノキ林のリターフォール量
トチノキの果実には花と花柄、果実が含まれている。
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表4魚津市平沢トチノキ林のササラダニ類
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採集蝿
採集年
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サガミツブダニ、ナミコバネダニ、イズコバネダニ、
アマギツノバネダニ、カメンダニは富山県新記録であ
る。ミナミリキシダニは奄美大島、徳之島から中国地
方、関東地方まで分布が報告されており暖地性の種と
考えられる。
3林床植物
以下に調査区内出現した高さ2m未満の林床植物の
名前と優占度と群度を示す。
2.2：ジュウモンジシダ，リョウメンシダ,サカゲイノ
デ；1．1：ハナイカダ，チャボガヤ,ノリウツギ；十：
ミヤマフユイチゴ，クルマバソウ，ハルユキノシタ，
ミヤマカンスゲ，ヤブデマリ，ユキツバキ，ツルアジ
サイ，イラクサ，ミヤマイラクサ，トチノキ，ミヤマ
カタバミ，ホウチャクソウ，ヒメアオキ，ウリノキ，
ニワトコ，ウシハコベ,チャルメルソウ，トリアシショ
ウマ，チシマザサ,ヤグルマソウ,ケヤキ,ウラジロ
ガシ，キクザキイチゲ，ウワバミソウ，アケボノシュ
スラン，ボタンネコノメ，ナライシダ，コシノコバイ
モ，イチリンソウ，クジャクシダ，カツラ。出現した
維管束植物は37種で、植被率は60％であった。林床の
植被率の大部分をジュウモンジシダなどのシダ植物か
占めることが、このトチノキ林の特徴と考えられる。
4．ササラダニ類について
1994年9月15日と1997年5月10日の2回、4資料から
得られたササラダニ類は71種、1065個体であった（表
4)。l資料（約2ﾘｯﾄﾙ）当たり平均種数が34という値
は、県内山地ブナ林の平均種数51（平内，1997）と比
べるとかなり低い値である。この林が大きな岩と石の
岩れき地に立地するトチノキ林であり、貧弱な土壌層
からすれば当然の結果と考えられる。
青木（1995）は環境選択の範囲が比較的はっきりし
ていて環境診断に使えそうなササラダニ類100種を環
境区分毎にリストアップし、それらを5段階に分けて
点数化し環境の「自然性」を評価する方法を考えた。
平沢トチノキ林に出現したササラダニ類を用いてこの
方法で「自然性」の評価を試みた。A群（自然林や神
社林を主体に生息する種）が8種、B群（自然林から
二次林にかけて生息する種）が5種、C群（二次林を
中心に生息する種）が7種、D群（さまざまな環境に
幅広く生息する種）が13種、E群（人工的環境に多く
生息する種）が2種で
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評価点が5に近づくほどその場所の自然性は高く、
0に近づくほど自然性が低いことを表すとしているの
で、平沢トチノキ林の評価点31はほぼ中間の値であ
り、普通の二次林ということになる。内容的にはD群
のさまざまな環境に幅広く生息する種か最も多い点も
注目される点であるc
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